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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原油から常圧蒸留により得た１５０～２７０℃の灯油留分を水素化処理して得られる、
以下の１）～５）の性状を満たすことを特徴とする灯油組成物。
　１）全硫黄分が７～３０質量ｐｐｍ
　２）全硫黄分の内、メルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下
　３）全硫黄分の内、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫
黄分が０．２～１質量ｐｐｍ
　４）煙点が２３～２９ｍｍ
　５）引火点が４０～４４℃
【請求項２】
　石油ファンヒーター又は石油給湯機器の燃焼部材質の劣化低減効果を有することを特徴
とする請求項１に記載の灯油組成物。
【請求項３】
　原油から常圧蒸留により得た１５０～２７０℃の灯油留分を水素化処理し、
　１）全硫黄分が７～３０質量ｐｐｍ
　２）全硫黄分の内、メルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下
　３）全硫黄分の内、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫
黄分が０．２～１質量ｐｐｍ
　４）煙点が２３～２９ｍｍ
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　５）引火点が４０～４４℃
である灯油組成物を得ることを特徴とする灯油組成物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、灯油組成物に関する。詳しくは、石油ファンヒーター等の暖房機器や石油給
湯機器などに用いられる灯油組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　灯油は家庭用暖房機器に多く使用されているが、家庭用暖房機器の主力は芯式ストーブ
からファンヒーターへ移行してきた。ファンヒーターの燃焼方式は、芯式ストーブと比較
してかなり複雑な構造をしている。ファンヒーターの燃焼方式は、ブンゼン気化式、油圧
送霧化式、ポット式の３つに大きく分けられる。ブンゼン気化式は、気化器という装置で
灯油を加熱し，バーナに加熱された灯油気化ガスを吹き込み，ガスバーナのように燃焼さ
せるものである。油圧送霧化式は、熱せられた気化筒に空気と灯油をそれぞれファンとポ
ンプで送り込み、気化混合したガスを上部のバーナで燃焼させるものである。この方式で
は、空気量と灯油量のバランスを保つために高度な制御が用いられている。ポット式は、
マットの敷かれた蒸発皿に灯油をたらし、ヒータで直接加熱・点火するものである（非特
許文献１）。
【０００３】
　ファンヒーターはいずれの燃焼方式のものも、上記のように複雑な燃焼機構をもってお
り、複雑な燃焼制御を行っているが、長期間の使用に伴い燃焼機器の材質の劣化が生じる
可能性があり、灯油も材質劣化の一因となる可能性がある。燃焼部の材質が劣化した場合
、燃焼状態に悪影響を及ぼし、ファンヒーターを長期間安定的に使用することができなく
なる恐れがある。また、灯油を使用する給湯機器も複雑な燃焼機構をもち、複雑な燃焼制
御を行っており、この給湯機器も長期間の使用や灯油により燃焼部に劣化が生じた場合、
燃焼状態の悪化が懸念される（非特許文献２）。
【非特許文献１】内田紘一郎、「灯油の品質と実用性能」、ペテロテック、Ｖｏｌ．１７
、Ｎｏ．１１、１９９４年
【非特許文献２】佐藤稔、重岡浩昭、小関秀規、「室内環境適合クリーン燃焼技術」、三
菱電機技報、Ｖｏｌ．７７、Ｎｏ．５、２００３年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　灯油組成物の安定性を評価する一般的な手法としては、色相等の指標に基づく方法が挙
げられる。また、灯油組成物の材料に対する腐食性を評価する手法としては、５０℃、３
時間での銅板腐食が挙げられる。しかし、これらの評価方法は、芯式ストーブの時代に定
められたものであり、複雑な燃焼機構を有し、複雑な燃焼制御が行われるファンヒーター
や給湯機器に対しては精度の点で必ずしも十分とはいえない。また、上記指標に基づいて
良好な安定性を有すると評価された灯油組成物であっても、ファンヒーターや給湯機器を
長期間安定的に使用することができなくなる可能性がある。これは、上記指標は灯油組成
物の性状を評価するものであって、灯油組成物の安定性や腐食性に関与する直接の要因を
見極めたものではないためである。
【０００５】
　本発明は、暖房機器や給湯機器をより長期間安定的に運転するための灯油組成物であり
、特に、複雑な燃焼機構を有し、複雑な燃焼制御が行われるファンヒーターや給湯機器に
おいて、燃焼状態の悪化を極力低減できる灯油組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記従来技術の問題点を解決し、上記目的を達成するために鋭意研究を
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行った結果、灯油組成物に含まれる各種硫黄分の中でも、メルカプタン類の硫黄分と、チ
オフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫黄分とが燃焼部材質の劣
化作用に特に影響を及ぼしうることを知見し、これらの硫黄分を特に選択的に低減するこ
とによって、上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　すなわち本発明は、下記（１）～（３）を特徴としている。
（１）原油から常圧蒸留により得た１５０～２７０℃の灯油留分を水素化処理して得られ
る、以下の１）～５）の性状を満たすことを特徴とする灯油組成物。
　１）全硫黄分が７～３０質量ｐｐｍ
　２）全硫黄分の内、メルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下
　３）全硫黄分の内、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫
黄分が０．２～１質量ｐｐｍ
　４）煙点が２３～２９ｍｍ
　５）引火点が４０～４４℃
（２）石油ファンヒーター又は石油給湯機器の燃焼部材質の劣化低減効果を有することを
特徴とする上記（１）に記載の灯油組成物。
（３）原油から常圧蒸留により得た１５０～２７０℃の灯油留分を水素化処理し、
　１）全硫黄分が７～３０質量ｐｐｍ
　２）全硫黄分の内、メルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下
　３）全硫黄分の内、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫
黄分が０．２～１質量ｐｐｍ
　４）煙点が２３～２９ｍｍ
　５）引火点が４０～４４℃
である灯油組成物を得ることを特徴とする灯油組成物の製造方法。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ファンヒーターなどの暖房機器や給湯機器などの、複雑な燃焼機構を
有する燃焼機器をより長期間使用した場合であっても、燃焼状態の悪化を極力低減して、
長期間安定的に運転することができる灯油組成物が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　本発明における灯油組成物は、原油から常圧蒸留により得た１５０～２７０℃の灯油留
分を水素化処理して得られ、以下の１）～５）の性状を満たしている。
　１）全硫黄分が７～３０質量ｐｐｍ
　２）全硫黄分の内、メルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下
　３）全硫黄分の内、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫
黄分が０．２～１質量ｐｐｍ
　４）煙点が２３～２９ｍｍ
　５）引火点が４０～４４℃
　これらの本発明の灯油組成物における各硫黄分についてさらに詳細に説明する。
【００１０】
　本発明の灯油組成物の全硫黄分は、３０質量ｐｐｍ以下であり、１０質量ｐｐｍ以下で
あることがさらに好ましい。硫黄分は、燃焼すると異臭を発生し、かつ人体に有害である
亜硫酸ガスの発生の原因となるので、３０質量ｐｐｍ以下とする。なお、本発明でいう全
硫黄分とは、ＪＩＳ　Ｋ２５４１に準拠して測定した値である。また、ここでいう全硫黄
分とは、例えば硫化水素、メルカプタン類、硫化アルキル類、環状硫化物、チオフェン類
等の灯油組成物に含有されている全ての硫黄分を意味する。
【００１１】
　本発明の灯油組成物のメルカプタン類の硫黄分は、２質量ｐｐｍ以下であるが、１質量
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ｐｐｍ以下であることが好ましい。本発明でいうメルカプタン類の硫黄分とは、本出願人
の出願に係る特願２００５－２６５５９８号の明細書に記載の方法により測定した値であ
る。この方法は、石油系燃料油中のメルカプタン硫黄分の濃度を定量分析するための電位
差滴定によるメルカプタン硫黄分試験方法において、用いる硝酸銀滴定液の濃度を０．０
００５～０．００５ｍｏｌ／Ｌとし、且つ試料のはかり採り量を５０～５００ｍＬとして
電位差滴定を行い、該電位差滴定で測定された前記硝酸銀滴定液の滴定量からメルカプタ
ン硫黄分の濃度を算出する石油系燃料油のメルカプタン硫黄分試験方法である。
　本発明の灯油組成物においては、メルカプタン類の硫黄分は少ないほど好ましいが、メ
ルカプタン類の硫黄分が２質量ｐｐｍ以下であれば、ファンヒーターなどの暖房機器や給
湯機器などの複雑な燃焼機構を有し、複雑な燃焼制御が行われる機器を長期間使用しても
、これらの機器の燃焼部の材質が腐食される恐れが低下する。その結果、燃焼状態に及ぼ
す悪影響を極力低減して、より長期間安定的な運転を可能にすることができる。
【００１２】
　本発明の灯油組成物の、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物
の硫黄分は１質量ｐｐｍ以下であるが、０．７質量ｐｐｍ以下であることが好ましく、０
．５質量ｐｐｍ以下であることがさらに好ましい。
　本発明でいうチオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫黄分は
、化学発光によって硫黄化合物を選択的に検出、定量するＡＮＴＥＫ製硫黄化学発光検出
器を備えた島津製作所製ガスクロマトグラフ装置を用いて、ガスクロマトグラフ法で測定
される。ここで、チオフェンとベンゾチオフェンを標準硫黄化合物として、硫黄分が検出
されないＨＰＬＣ用イソオクタンに溶解したものを予め測定し、ピークの位置を求めてお
く。その後、試料を測定し、チオフェンとベンゾチオフェンのピーク位置の間にあるピー
クの総面積で定量した。ガスクロマトグラフの測定条件は、４０℃で１分保持した後、１
０℃／分で３００℃まで昇温し、３００℃で３分保持した。また、使用したカラムは、ポ
リジメチルシロキサンをコーティングしたキャピラリータイプで、長さ３０ｍ、内径０．
３２ｍｍ、膜厚１．０μｍを使用した。
　チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫黄分が、１質量ｐｐ
ｍ以下であれば、ファンヒーターなどの暖房機器や給湯機器などの複雑な燃焼機構を有し
、複雑な燃焼制御が行われる機器を長期間使用しても、これらの機器の燃焼部の材質が腐
食される恐れが低下する。その結果、燃焼状態に及ぼす悪影響を極力低減して、より長期
間安定的な運転を可能にすることができる。
【００１３】
　本発明における灯油組成物の煙点は、一般に、２３ｍｍ以上、好ましくは２５ｍｍ以上
である。また、引火点は、一般に、４０℃以上、好ましくは４３℃以上である。
　煙点が２３未満、又は引火点が４０℃未満では、ＪＩＳ　Ｋ２２０３に定められた１号
灯油の規定から外れてしまう。なお、この煙点、及び引火点は、ＪＩＳ　Ｋ２５３７、及
びＪＩＳ　Ｋ２２６５に準拠してそれぞれ測定した値である。
【００１４】
　本発明における灯油組成物の総発熱量は、３３～３８ＭＪ／ｌであることが好ましい。
総発熱量が３３ＭＪ／ｌより小さい場合、十分な暖房又は加熱ができず、燃料消費量が多
くなるため好ましくない。また総発熱量が３８ＭＪ／ｌより大きい場合には、発熱が大き
すぎ、現行のＪＩＳ１号灯油を使用することを目的に設計された暖房機器や石油給湯機器
には適さない可能性があり好ましくない。
【００１５】
　本発明における灯油組成物の色相、５０℃、３時間での銅板腐食試験等の、従来から灯
油組成物の評価の指標とされている性状は、従来の灯油組成物の性状と同等であっても差
し支えない。本発明の灯油組成物におけるこれらの各性状は、一般に、色相は＋２５以上
（セーボルト色、ＪＩＳ　Ｋ２５８０）、５０℃、３時間での銅板腐食は２未満（ＪＩＳ
　Ｋ２５１３）であることが好ましい。
　本発明の灯油組成物はさらに、１２０℃で４８時間の銅板腐食試験の判定値が３未満で
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あることが好ましい。かかる試験は、加熱浴の温度を１２０℃に設定し、試料と銅板を加
熱浴に浸す時間を４８時間とする以外は、ＪＩＳ　Ｋ２５１３に準拠して測定した値であ
る。従来のＪＩＳ　Ｋ２５１３の５０℃、３時間での銅板腐食試験よりも苛酷な条件とす
ることで、バーナーから受ける輻射熱により燃料温度が上昇する環境下にある燃焼機器内
での灯油組成物の腐食性を、加速的に評価したものである。
【００１６】
　本発明における灯油組成物の製造方法は、前記した性状を満足する限り特に制限されな
い。本発明の灯油組成物を製造する際の使用可能な原料油としては、例えば、原油の常圧
蒸留から得られる直留灯油、直留灯油を水素化脱硫して得られる水素化脱硫灯油、水素化
精製して得られる水素化精製灯油、直接脱硫装置から得られる直接脱硫灯油などが挙げら
れる。また、市販の溶剤を混合してもよい。これらの原料油を必要に応じて水素化脱硫す
ることにより、本発明の灯油組成物を製造することができる。
　上記本発明の灯油組成物製造のための水素化脱硫反応は、Ｃｏ－Ｍｏ、Ｎｉ－Ｍｏ、Ｎ
ｉ－Ｃｏ－Ｍｏ触媒等の触媒の存在下で、２～８ＭＰａ、好ましくは３～６ＭＰａの圧力
下、２２０～４２０℃、好ましくは２５０～３５０℃の温度で、液空間速度（ＬＨＳＶ）
０．３～１２ｈ-1、好ましくは２～１０ｈ-1の条件で行うことができる。
　また、本発明の灯油組成物の製造に当って、特開平６－１５８０５８号に代表される公
報に記載されたフィッシャー・トロプシュ合成により製造される灯油留分を混合してもよ
い。
【００１７】
　本発明における灯油組成物には、必要に応じて、各種の添加剤を適宜配合することがで
きる。この添加剤としては、フェノール系、アミン系等の酸化防止剤、チオアミド化合物
等の金属不活性剤、有機リン系化合物等の表面着火防止剤、コハク酸イミド、ポリアルキ
ルアミン、ポリエーテルアミン、ポリイソブチレンアミン等の清浄分散剤、多価アルコー
ル及びそのエーテル等の氷結防止剤、有機酸のアルカリ金属やアルカリ土類金属塩、高級
アルコールの硫酸エステル等の助燃剤、アニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤、
両性界面活性剤等の帯電防止剤、アルケニル琥珀酸エステル等の錆止め剤、及びアゾ染料
等の着色剤等、公知の燃料添加剤が挙げられる。これらを１ 種又は数種組み合わせて添
加することができる。これら燃料添加剤の添加量は任意であるが、通常、添加剤の合計量
が灯油組成物の０．１質量％以下、好ましくは０．０５質量％以下である。
【実施例】
【００１８】
　以下、実施例及び比較例によりさらに具体的に本発明を説明するが、本発明は以下の実
施例に限定されるものではない。
【００１９】
　実施例１
　中東系の原油から常圧蒸留により得た灯油留分（蒸留カットレンジ１５０～２７０℃）
を原料油とし、該原料油を水素化脱硫触媒として市販触媒（Ｃｏ－Ｍｏ系）を用いて水素
化処理して、水素化脱硫灯油組成物を得た。その諸性状を表１に示した。
【００２０】
　実施例２
　中東系の原油（ただし実施例１とは原油種が異なる）から常圧蒸留により得た灯油留分
（蒸留カットレンジ１５０～２５０℃）を原料油とし、該原料油を水素化脱硫触媒として
市販触媒（Ｃｏ－Ｍｏ系）を用いて水素化処理して、水素化脱硫灯油組成物を得た。その
諸性状を表１に示した。
【００２１】
　参考例１
　実施例１で得た水素化脱硫灯油組成物に、フィッシャー・トロプシュ合成により得た炭
素数３０以上のワックス分を、水素化分解触媒として市販触媒（Ｐｔ／USYゼオライト系
）を用いて水素化分解した後、蒸留により得た灯油留分（蒸留カットレンジ１５０～２５
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０℃）を１０容量％混合して灯油組成物を得た。その諸性状を表１に示した。
【００２２】
　比較例１
　実施例１で得た水素化脱硫灯油組成物に、実施例１で中東系の原油から常圧蒸留により
得た灯油留分（水素化脱硫前の灯油留分：全硫黄分約２４００質量ｐｐｍ、メルカプタン
の硫黄分１７１質量ｐｐｍ）を０．５容量％混合して灯油組成物を得た。その諸性状を表
１に示した。
【００２３】
　参考例２、参考例３及び比較例２
　実施例１で得た水素化脱硫灯油組成物に、ｎ－ヘキシルメルカプタン（東京化成工業製
、市販試薬）を所定量添加し、メルカプタン類の硫黄分を１．３質量ｐｐｍ（参考例２）
、２．０質量ｐｐｍ（参考例３）及び２．６質量ｐｐｍ（比較例２）にそれぞれ調整した
水素化脱硫灯油組成物を得た。その諸性状を表１に示した。
【００２４】
　上記実施例、参考例及び比較例で調製した灯油組成物について、５０℃で３時間の銅板
腐食試験及び１２０℃で４８時間の銅板腐食試験を行った。その結果を表１に示した。
　５０℃で３時間の銅板腐食試験結果が、２以上であるか、又は１２０℃で４８時間の銅
板腐食試験結果が３以上であると、ファンヒーターなどの暖房機器や給湯機器などの複雑
な燃焼機構を有し、複雑な燃焼制御が行われる機器を長時間使用する間に、これらの機器
の燃焼部の材質が腐食され、燃焼状態に悪影響を及ぼすことにより、安定的な運転ができ
なくなる可能性がある。
【００２５】
【表１】

【００２６】
　表１から明らかなように、チオフェンより重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合
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物の硫黄分が１質量ｐｐｍを超える比較例１では、１２０℃で４８時間の銅板腐食試験が
３に悪化する。また、参考例２及び参考例３と比較例２とを比較すると、チオフェンより
重質でベンゾチオフェンより軽質な硫黄化合物の硫黄分が１質量ｐｐｍ以下であっても、
メルカプタンの硫黄分が増加し、２質量ｐｐｍを超えると、１２０℃で４８時間の銅板腐
食試験が３に悪化することがわかる。
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